
火 と 水

ミル トンの詩 に お け るイメ ジ III

森 道 子

翫 〃2soπ、4go燃 趣 の主調 は暗闇であ る。外 界は陽の燦 々 と輝 く真昼 で あるが、手 を引

かれて登場 して くるSamsonの 盲 目の奴隷 としての 日常 は 自他 ともに認 め る身体 的 闇

と心理 的闇に包 まれて いる("doubledarkness"(593))。

Odark,dark,darkamidtheblazeofnoon,

irrecoverablydark,totalEclipse

Withoutallhopeofday!(80-82)

ダ ン の 部 族 の 者 た ち か ら な るChorus、Samsonの 父Manoa、 妻Dalila 、そ の 他 の 登 場

人 物 た ち の 精 神 的 闇("withblindnessinternalstruck"(1686))。

PrisonwithinPrison

inseparablydarkP

Thouartbecome(Oworstimpriso㎜ent!)

TheDungeonofthyself;thySou1

(WhichMenenjoyingsightoftwithoutcausecomplain)

Imprison'dnowindeed,

Inrealdarknessofthebodydwells ,

Shutupfromoutwardlight

Toincorporatewithgloomynight;(153-61)

AlasmethinkswhomGodhathchosenonce

Toworthiestdeeds,ifhethroughfrailtyerr,

Heshouldnotsoo'erwhelm,andasathrall

Subjecthimtosofoulindignities,

beitbutforhonour'ssakeofformerdeeds. (368-72)

そ して、劇全体 を厚い雲 の よ うに覆 う、隠れ ていて沈黙 して いる神("heseemstohide
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hisface"(1749))と その計 画の測 り難 い暗 さが それ を一層深 くす る。

GodofourFathers,whatisman!

Thatthoutowardshimwithhandsovarious,

OrmightIsaycontrarious,

Temper'stthyprovidencethroughhisshortcourse,

Notevenly,...(667-71)

当然、喪失 して い る物質的 、

と交錯 して頻繁 に描 かれ る。

肉体的かつ霊的光 を求める台詞 とイメジは闇に関するもの

OfirstcreatedBeam,andthougreatWord,

Lettherebelight,andlightwasoverall;

WhyamIthusbereavedthyprimedecreeP (83-5)

その太陽の光や 失 われた視 力 とは異 な る、一つ の炎の エ ピソー ドが この 悲劇 の 冒頭か

ら松 明の りレー の よ うに受 け継 がれて、 時折闇 に輝 き、巻 末で不滅 の火 に融合 す る。 そ

の 闇 を貫 く火炎の よ うな効 果 を持 つ火 は、まず巻頭 のプ ロ ロー グで、Samsonが 自分 の誕

生 を予告 した神 の使 いの姿 を回想す る場面 に現 れ る。原典 の 『士 師記 』(勉 ㎏6s)第13章

に叙 述 され るものが 忠実 に描写 され 、 さらに、 『列 王記下 』(∬ κ勿gs)第2章 の火の戦

車の イ メジが加 え られて、炎 の勢 い と眩 さを一 層増 してい る。

OwhereforewasmybirthfromHeav'nforetold

TwicebyanAngel,whoatlastinsight

OfbothmyParentsallinflamesascended

FromofftheAltar,whereanOff'ringburn'd,

Asinafierycolumncharioting

HisGodlikepresence,andfromsomegreatact

Orbenefitreveal'dto/1∂ γα阪z〃z'sraceP(23-9)

『士師記』 第13章 の叙述 は次 の とお りで あ る
。

SoManoahtookakidwithameatoffering,andoffered髭uponarockunto

theLord:and伽 αηg6!didwonderously;andManoahandhiswifelookedon.

Foritcametopass,whentheflamewentuptowardheavenfromoffthe

altar,thattheangeloftheLordascendedintheflameofthealtar.

伽 ㎏ 召s,xiii,19-20)
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『列王記下』第2章 には、火の戦車で昇天する預言者エ リヤの記述がある。

Anditcametopass,astheystillwenton,andtalked,that,behold,伽 名6

妙 ρθα名64achariotoffire,andhorsesoffire,andpartedthembothasunder;

andElijahwentupbyawhirlwindintoheaven.(∬1(勿8s,ii,ll)

偉大 な預言 者エ リヤ に関連す る火 と結 びつ け られ る こ とに よ り、Samsonの 誕 生 の予告

の重 要性 が強調 され 、その うえ、Samsonの 運命 にエ リヤ とい う大預 言者 の運 命 が重ね合

わ され て、 単純 なSamsonの 人格 、心 理 を深 遠高 適 にす る。 エ リヤ は神 に背 くこ とも、

罪 を犯 す こ ともなか った が、王妃 イゼベ ル に追 われ て、 死 を願 うほ どの苦 難 と使 命 の挫

折 を経験 した後 、再 び神 に出会 い、輝 か しい勝 利 と成功 をお さめ る。 そのエ リヤ の生涯

の終 わ りのエ ピソー ドがSamsonの 誕生 以前 のエ ピ ソー ドに重 ね られ る こ とに よ って、

お のず か らSamsonの 終 焉が暗 示 され る。た とえ彼 の現在 の状 況か ら懸 け離 れ てい る よ

うにみ え よ うとも、Samsonが 必ず神 と和解 す るこ とを読者 に確 信 させ る。この受 胎告知

の炎 は繰 り返 し回想 されSamsonの 内面 を照 らす 。

ForthisdidtheAngeltwicedescendP(361)

...andgreatinhopes

Withyouthfulcourageandmagnanimousthoughts

OfbirthfromHeav'nforetoldandhighexploits,

Fullofdivineinstinct,...(523-6)

Iwashisnurslingonceandchoicedelight,

Hisdestinedfromthewomb,

PromisedbyHeav'nlymessagetwicedescending. (633-5)

不毛の石女である年老いた女に男子の懐妊 を告げるエピソー ドは新約旧約両聖書に共

通のテーマである。そ して、その子は常に偉大な選ばれた者である。代表的な重要な例

は、旧約聖書では、老妻サラの男子懐妊 をアブラハ ムに伝える三人の天使であ り(『創世

記』第18章 参照)、 新約聖書では、やは り老妻であるエ リザベ トのやは り男子の懐妊 をザ

カ リアに告 げる大天使 ガブ リエルである(『ルカによる福音書』第1章5-20節)。 前者の

場合はイサ ク、後者の場合は洗礼者 ヨハネが誕生する。

しか し、神に選ばれた者は非業の最期 を遂げる運命にある。偉大性、聖性 とい う概念

に対す る神 の考 えと人間の解釈は異な り、価値 は逆転する。パ ラ ドックスが生 じる。洗

礼者 ヨハネは王妃ヘ ロデアの娘サロメの願いにより斬首 され、その頭 を銀の盆に載せ ら
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れてヘ ロデの誕生 日の祝宴の席に運ばれ る(『 マタイによる福音書』第14章 参照)。 古今

の数 多くの詩人や画家の想像 力を刺激 しつづけて きた とお りである。 イサ クも幼い 日に、

父アブラハムの信仰 を試す神の命 により、子羊のかわ りに旙祭の生け賛 として捧げられ

るところであった。危機一髪 で救 われたイサ クはキリス トの十字架上の犠牲の予型(類

型)と されている(『 創世記』第22章 参照)。 キ リス トの誕生の予告 も、石女ではないも

のの、 まだ男 を知 らない未婚 の処女 になされる(『 ルカによる福音書』第1章26-38節 〉。

Samsonの 心 に深 く刻 まれた、劇的な炎の中の天使の受胎告知 は、彼の心身の暗黒の う

ちで星のよ うに進路を案内す る。Miltonが 範 とす るギ リシャ悲劇の作品や 旧約聖書 の

『ヨブ記』同様 に
、入れかわ り立ちかわ り訪れる人々との誘惑や挑発や 哀願や非難の対話

の ときにSamsonを 神意に導 く道標 となる。人間の レベ ルでの英雄や栄光 を求め、民族

の救いを目的に し、超人的な怪力をふるって思 い上がっていたSamsonは 、肉体の力 も

視力 も奪われて失意の どん底に沈んでいる。そのよ うな外面 と内面の盲 目の眼に映る炎

に包 まれた神 の使いはSamsonに 神の レベ ルの見方を与える。 もちろん、理性に基いた

論理的な解釈などではな く、網膜 に灼 きつ いた映像 に照 らされ、促 される、直観的な も

のであるが、老父Manoaと 裏切 り者の妻Dalilaが それぞれの立場か ら勧め誘 う、平 凡

で安穏 とした余生が 自分の本来の方向ではないことを悟 る。また、Dagonの 祭の余興 と

しての闘技を承諾するの も、その火に促 された衝動的直観的な判断による。Chorusは 最

もよくSamsonの 内面の動 きを理解 して言 う。

SendtheetheAngelofthyBirth,tostand

Fastbythyside,whofromthyFather'sfield

Rodeupinflamesafterhismessagetold

Ofthyconception,andbenowashield

Offire;...(1431-5)

Samsonの 現 世 的活 躍 と成 功 を約束 す るか にみ えた炎 の使 者 は、実 は、神 に選 ばれ た 人生

とは、神 の栄光 とは、真 の 勇気 とは何 か を啓示 す る こ とに な る。 す なわ ち、人 間の レベ

ル と神 の レベ ルの識 別 をさせ る導 き手 で あ る。Samsonを 自己認 識 に導 き、真 の使 命の遂

行 に至 らせ る。 無双 の大 力 を披露 す る闘技 を利 用 して、敵 もろ とも崩壊 す る石 の寺 院 の

下 に 自 らを埋 没 させ る。皮 肉 に も、Samsonの 心 の 闇が晴 れ た こ とは、その 死後 に判 明す

る こ とに なる。Chorusは 神 殿 の崩壊 とSamsonの 死 を伝 え る使 者の報 告 を聞 いて 、火の

燃 え尽 きた灰 か ら蘇 る不 死 鳥の イ メジ を用 いてSamsonを 称 え る。 こ う して、Samson

の生 涯 の初め と終 わ りが火 と炎で統一 され る。

Buthethoughblindofsight,
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Despisedandthoughtextinguish'dquite,

Withinwardeyesilluminated

Hisfieryvirtueroused

Fromunderashesintosuddenflame,... (1687-91)

MiltonはSamsonの 誕 生以前 の神 の使 いの顕現 に、火 の イ メジを強調 し、保 ち続 け る

こ とに よ り、上 述の効 果 を見事 に あげて い る。 そ して、エ リヤの生涯 の始 め と終 りが火

に彩 られて い るよ うに、火 に よって誕生 を予告 されたSamsonの 死 後 も火の美 しいイ メ

ジで飾 られ て いる。 あ たか もSamsonへ の役 割 を終 えて、天 上へ 舞 い戻 った天使 の後 に

残 された、 燃 え尽 きた旙祭 の生 け賛 の灰 の中か ら飛 び立つ かの よ うに、不 死 鳥の イ メジ

は美 しい。巻末 で、Chorusは 二つ に分 かれ るが、第二 のsemichorusは 、肉体 は滅 んで

も、Samsonの 名 声 は不朽 で あ るこ とを火の鳥 に例 えて、歌 う。

Sovirtuegiv'nforlost

Depress'd,andoverthrown,asseem'd,

Likethatselrbegottenbird

Inthe/4η 伽 ηwoodsembost,

Thatnosecondknowsnorthird,

AndlayerewhileaHolocaust,

Fromoutherashywombnowteem'd

Revives,reflourishes,thenvigorousmost

Whenmostunactivedeem'd;

Andthoughherbobydie,herfamesurvives,

Asecularbirdagesoflives.(1697-1707)

火 とい う言葉 も炎 とい う語 も使 用 されて はい ないが、 この描 写か ら燃 え る炎 に包 まれた

Phoenixを 想像 しない者 は ない。 肉体 を火 の戦車 で天 に上 げ られ るエ リヤ とは違 い、身

体 は神 殿 の石 の下 に葬 られ た ままで あるが、魂 と名 声が火 の鳥 の よ うに飛翔 す る。 復活 、

再 生 の イ メジを も伴 う不 死鳥 は、 異教 の 鳥 とはい え ど も、 キ リス トの 象徴 と しての伝 統

は長 く、Samsonに 復 活の可能 性 を加 え、 キ リス ト教 的次 元 に引 き上 げ る。

闇 を貫 く火炎 の イ メジは、Aeschylusの 悲劇 、48卿26〃zηoηの開 幕の狼 煙 の場 面 を鮮明

に蘇 らせ る。Samsonの 回想 的で心 理的 炎 にた い して、現 実 に存在 す る松 明の 火 で あ る。
くユエ

H.D.F.Kittoも 指 摘 して い るよ うに、続 けさ まに三 度繰 り返 し強調 され、焦 点 とな る。

まず、見張 り番の 男が見 つ けて報告 し、王 妃Clytaemestraが 説 明 し、Chorusの 戸惑 い

と不 審 を招 く狼 煙の 火で 、 トロイの 炎一EとAgamemnonの 帰還 を伝 える もので あ る。

Allhai1,thoublazethatshowestforthinthenightalightasitwereofday,
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thouharbingerofmanyachoraldanceinArgosinthanksgivingforthisglad

event!

Whatho!Whatho!

ToAgamemnon'sQueenIthuscryaloudthesignaltorisefromhercouch

andinallhastetoupliftinherpalacehallsashoutoflubilanceinwelcome

ofyonfire,ifinverytruththecityofIliumistaken,asthisbeacondoth

unmistakablyannounce.(、481α 耀 吻 ηoη:22-30)

Hephaestus,fromIdaspeedingforthhisbrilliantblaze。Beaconpassed

beaconontousbycourier-flame:Ida,totheHermaeanscaurinLemnos;to

themightyblazeupontheislandsucceeded,third,thesummitofAthossacred

untoZeus;and,soaringhighaloftsoastoarchthemain,theflame,travelling

joyouslyonwardinitsstrength...thepine-woodtorch,itsgolden-beamed

light,asanothersun,passingthemessageontothewatch-towersofMacistus.

(ノ19α 初6〃zηoη:281-89)

Weshallknowanonaboutthispassingonofflaminglightsandbeacon

signalsandfires,whethertheyperchancebetrueorwhether,dream・like,this

light'sgladcominghathbeguiledoursenses.(/181α 祝6初 ηoη:489-92)

しか し、Chorusの 不 安 は的 中 し、凱旋 の 英雄Agamemnonは 自 らの勝 利 と権 力 に酔 い、

物 事 の本質 に盲 目で、不 貞の妻 に暗殺 され 、非業 の最 期 とな る。この ・4即〃zθ初ηoηは三

部 作0名 臨 伽 の第 一部 で あ り、彼 の死 は第 三部E励z6短46sに お け る平 和 と和 解 の 引 き

金 となる。Atreusの 家 に伝 わ る呪 い と、Agamemnon自 身 の罪へ の 罰 と、彼 の暗殺 に対

す る復讐 な どの悪循 環 を、女 神 ア テナが解 決 し、復 讐 の女神 た ちを恵み の女神 た ち に変

え る。 天上 では な く地底 の 冥府へ 降 りて行 く彼女 らに、 アテナ は地下 の 暗黒 を、照 ら し、

案 内す るため に、松 明 を用 意 す る。輝 く松 明 を掲 げ て、舞 台 を去 って行 く恵みの 女神 た

ち とアテナ のつ け た護衛 た ちの行列 はゼ ウス を称 え、平和 を祝 って賛歌 を捧 げ る。

この076s忽 αと呼 ばれ る三部 作 の巻頭 の狼 煙 は、 トロイの 見 え るイダ 山か ら ミュ ケナ

イの 宮殿へ と下 降線 をた ど り、巻 末の松 明行 列 は、 ア テネ市 の アテナ の神殿 か ら冥 土へ

と、や は り下降 の方 向 を行 く。 これ に比べ て、Sα吻soη ・4goη麟6sで は、受胎 告知 の 天使

の炎 も、不 死鳥 の飛 翔 も上 昇方 向 に あ る。R.C.Jebbの 有名 な誹 諺 は、あ るいは、S伽 ∫oη

、4goη麟召sが ギ リシャ悲劇 を超 え る もので あ るこ とを露呈 して るの か も しれ ない。

The翫 彿soη 、4go短s凶6sisagreatpoem;捨
)isalsoanobledrama,...But

neitheraspoemnorasdramaisitHellenic.

Miltonは 、 その ほ とん ど全 て の作 品 に言 える よ うに、古典 ギ リシャ ・ローマ の伝統 的文
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学 形式 を用 い て キ リス ト教 の主 題 と精神 を吹 き込 ん で い る。 す なわ ち、 ここに お いて も、

Hellenicな 悲劇 の 形 式 とHebraicな 主 題 を 用 い て 、Hellenicで もHebraicで も な い

ChristianSpiritを 与 え るこ とに成 功 した と言 え る。

水 は神 の顕現 と関 る もの と して は描 かれ ない が、

Manoaの 妻 につ ぎの よ うに命 じる。

Samsonの 誕生予 告 の折 り、天 使 は

Nowthereforebeware,Ipraythee,anddrinknotwinenorstrongdrink
,

andeatnotanyunclean云 ぬゴη8:For,lo,thoushaltconceive,andbearason;

andnorazorshallcomeonhishead:forthechildshallbeaNazariteunto

Godfromthewomb:...(ル496s,xiii,4-5)

Nazariteで ある こ との掟 は、『民 数記 』(翫 〃2∂θ欝)第6章 に よ る と、"Heshallseparate

雇〃娚 グfromwineandstrongdrink"(xi,3)で あ り、 天使 がSamsonの 母 に禁 じた

こ と と同 じで あ る。勘 吻∫oη4go嬬 陀∫にはSamsonの 母 は一 度 も登 場 しないば か りか 、

彼女 へ の 言及 す らな い。 しか し、Samson自 身 がwineを 避 け て水 だ け を摂 った こ と、

Samsonの 喉 の渇 きを癒 す ため神 が ろば の あ ご骨(岩 とい う説 もあ る)か ら水 を湧 き出 さ

せ た こ とは強 調 され る。

C勿7勿s.Desireofwineandalldeliciousdrinks,

WhichmanyafamousWarrioroverturns,

Thoucouldstrepress,nordidthedancingRuby

Sparkling,out-pour'd,theflavour,orthesmel1,

OrtastethatcheerstheheartofGodsandmen,

AlluretheefromthecoolCrystallinestream ,

5伽soη.Whereverfountainorfreshcurrentflow'd

AgainsttheEasternray,translucent,pure,

WithtouchaetherialofHeav'n'sfieryrod

Idrank,fromtheclearmilkyjuiceallaying

Thirst,andrefresh'd;norenviedthemthegrape

Whoseheadsthatturbulentliquorfillswithfumes.

C乃07㍑s.Omadness,tothinkuseofstrongestwines

Andstrongestdrinksourchiefsupportofhealth,

WhenGodwiththeseforbidd'nmadechoicetorear

HismightyChampion,strongabovecompare,

Whosedrinkwasonlyfromtheliquidbrook .(541-57)
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火と水 ミル トンの 詩 にお け るイ メ ジIII

ButGodwhocausedafountainatthyprayer

Fromthedrygroundtospring,thythirsttoallay

Afterthebruntofbattle...(581-3)

モーセの場合 と同 じく、神 に選別 あるいは聖別された者 に神が水の奇跡を行 うことは、

ある意味で神の力、神の臨在の しるしである。そして、酒を斥 けて清浄な水のみ を摂る

べ しとのナザ レ人の掟あるいは誓いを守る者には神が宿 る。巻末でManoaが 、敵 ととも

に巨大な石 の神殿の下敷 きとなったSamsonの 身体 から血を洗い落 としてや ろ うと言

うとき、

Letusgofindthebodywhereitlies

Soak'dinhisenemies'blood,andfromthestream

Withlaverspureandcleansingherbswashoff

Theclottedgore.(1725-8)

もちろん、単 に目に見 える血だけではな く、 目に見えない罪をも洗い流 して清めること

を意味 している。 ダビデ王の罪の赦 しを願 う詩編が聞こえて くる。

Purgemewithhyssop,andIshallbeclean:washme,andIshallbe

whiterthansnow.(Aα1ηzs,li,7)

一 方、翫 〃zsoη、4goη醜sに お いて、海 は イス ラエルの神 ヤー ウ ェに対 立す る要素 を持

ってい る。Samsonの 神 に対立 す る異教 の神Dagonは"Sea・Idol"と い う異名 を持 つもそ

の海 を行 く船 には二つ の重要 なイ メジが与 え られ てい る。第一 は難破 船 で、Samsonが 神

の 与 えた使 命 を見定 め る こと も出来ず 、力 に驕 り、女 の誘 惑 に負 けて敵 に捕 らわれ、卑

しい生 を 日々不 本意 に送 って いる我が 身 を、難 破船 の水先 案 内人 に例 える。

HowcouldIoncelookup,orheavethehead

WholikeafoolishPilothaveshipwreck'd

MyVesseltrustedtomefromabove,

Gloriouslyrigg'd;andforaword,atear,

Foo1,havedivulgedthesecretgiftofGod

ToadeceitfulWoman:(197-202)

第二 は、Chorusが 華や か に着飾 ってSamsonを 訪 れ るDalilaを 例 え る満艦飾 の船 の イ

メジで ある。
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火と水 ミル トンの詩 にお け る イ メ ジm

Butwhoisthis,whatthingofSeaorLandP

Femaleofsexitseems,

Thatsobedeck'd,ornateandgay,

Comesthiswaysailing

LikeastatelyShip

Of丑 〃szゼs,boundforth'Isles

Ofノ ヒzzノαηor翫4該67

Withallherbraveryon,andtackletrim,

Sailsfilrd,andstreamerswaving,

Courtedbyallthewindsthatholdthemplay. (710-19)

この二つのイメジは上昇す る火、空高 く舞い上が る戦車や不死鳥 とは反対に、海 を行

く船 または海 に沈 む船 と して下 降線 を辿 る。天 に上 るこ とも、神 に届 くこ ともない。

注

諏 吻soηSα 彿soη の 引 用 はPrince,F.T.,ed.,Sα 撚oπ ノ1go痂 ∫`6∫(OxfordUniversityPress,

1978)に よ る 。

(1)Kitto,H.D.F.,.Fo㎜ 侃4〃 ε朋 勿g勿D勉 〃η(Methuen:London,1960)p.8.

(2)Jebb,SirRichardC.,`Sα 祝so〃 ・490η ゴs'θsandtheHellenicDrama'inPzo66α 珈83(ゾ

〃26β γz'撚s乃ノ4αz4θ〃z夕1907・8.
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